
 

 

 

 

 

 

 

高等部では、自己理解を深め、卒業後の生活を具体的にイメージする機会として、事業所見学や現場

実習が行われました。中学部でも作業強調週間での作業学習や、職場体験、事業所見学が行われ、社会

に出てからの自分の姿を思い描くきっかけになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場実習後、実習先には「現場実習評価票」を記入してもらいます。 

学校ではこの票を参考に、次の目標を定めたり、家庭に協力を仰いだりします。保護者の皆様に、評

価が記入された紙面を直接ご覧に入れることはできませんが、必要に応じて面談等で内容をお伝えし、

次の目標に向け、本人、学校、家庭が取り組むべき事を共通理解していきます。 

 

「生活介護」の現場実習評価票（例） 

○活動・作業への参加の様子 

歯みがきの際、体をよじって車椅子から降りようとすることがありました。 

○職員や他の利用者とのかかわりの様子 

友達とのふれあいを行うことで、朝の緊張が少しずつ和らぎました。 

○食事・休憩・入浴等の様子 

食事の量が少し足りなかったかもしれません。 

○健康状態に関すること・医療面の配慮について 

担任の先生と一緒に、表情や発声を観察し、体調について知ることができました。 
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・歯みがきの方法や姿勢

を見直そう。 

・家庭にも伝え、同じ方

法で支援しよう。 

見学や実習から学ぶこ

とがたくさんあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい児者総合相談会のお知らせ 

小学部版  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

【実習評価票より～事業者の方からの声～】 

・家族の協力で健康管理ができており、万全

の体調で臨んでいた。 

・休むことなく通うことができた。 

・作業中に眠くなる日があった。 

・偏食が少しでも改善されるといいのですが…。 

学校や事業所に元気に通うことを、事業所の方

は私たちが思う以上に評価するようです。 

下の図は、障害者職業センターで示している 

「職業準備性ピラミッド」です。 

 

卒業後の生活の底辺を支えるのは「健康

管理・維持」。一般就労をめざす場合は、

子ども自身にも求められる力です。 

各家庭でも心と体を安定させて 

過ごすための工夫やサポートを大事 

にしましょう。 

職業適性 

基本的労働習慣 

対人スキル 

日常生活管理 

健 康 管 理 

業務処理能力、作業速度、 

正確性、創意工夫等 

ビジネスマナー、規則の厳守、 

報告・連絡・相談（ホウレンソウ）等 

コミュニケーション、協調性等 

規則正しい生活、地域生活等 

障がいの理解、健康維持等

（服薬・栄養管理） 

卒業後に向けて学校では 

このように取り組んでいます！ 

○卒業後も意欲的に頑張れるように 

 学習の中に「分かった」「できた」「楽し

い」を用意しています。学習活動を通して、

作業や活動に意欲をもち継続して取り組

む「物事に向かう力」を育てています。 

○生活のリズムを整えるために 

 午前中に体を動かしたり、集中して活動

したりするようにしています。頑張ること

でお腹が空いて苦手な物を食べたり、夜は

ぐっすり眠れたりするよう、生活の全体の

バランスを考えて学習しています。 

  
 
 

本校の卒業生がお世話になっている事業所から、本校卒業生の強みと弱さを教えてもらいました。強
みは、「真面目であること」弱さは「排せつの自立」と「準備片付け」です。今号では、一人一人の排せつの自
立について考えてみたいと思います。   

うちの子は、だれかにやってもらわないといけないし･･･ 
自立って一人でできることでしょ？？ 

いいえ！その子なりの『自立』ができているとよいのです！下に書いていることをして
くれると周囲の支援する人はどう思うでしょうか。そこに共通することがあります。 

トイレの時に 
表情で知らせる 

パンツ交換で 
おしりを浮かせる 

ズボンを下ろすと 
自分で排せつできる 

これをすると、周囲の人を楽にすることができます。「働く」という言葉には、「は
た（傍）をらく（楽）にする」という意味に言い換えられることがあるように、
このことで周囲の人との関係性がとてもよくなります。 

また、事業所によってはトイレが狭く、立位で介助できるとよいと言われるこ
ともあります。一人一人の排せつがステップアップしていくことが大切ですね。 
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